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そ
れ
自
体
に
対
す
る
対
価
と
評
価
し
ま

し
た
。
そ
し
て
，
正
職
員
と
同
様
に
在

籍
し
，
就
労
し
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
に
賞
与
を
一
切
支
給
し
な
い
の
は
不

合
理
で
あ
る
と
し
，
契
約
職
員
に
は
正

職
員
の
８
割
の
賞
与
を
支
給
し
て
い
た

こ
と
を
考
慮
し
て
，
女
性
に
対
し
て
も

正
職
員
の
６
割
の
賞
与
を
支
給
す
る
よ

う
命
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
，
裁
判
所
は
，
正
職
員
に
は
認

め
ら
れ
て
い
る
５
日
間
の
夏
期
特
別
有

給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
，
正
職
員
と

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
の
間
で
，
夏
期
の

疲
労
回
復
，
お
盆
行
事
等
に
よ
る
帰
省

等
の
必
要
性
に
大
き
な
差
異
は
な
い
と

し
て
，
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
に
夏
期
特
別

有
給
休
暇
を
付
与
し
な
い
こ
と
は
不
合

理
で
あ
る
と
判
断
し
，
女
性
に
夏
期
特

別
有
給
休
暇
分
の
賃
金
に
相
当
す
る
額

を
支
払
う
よ
う
命
じ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
，
正
職
員
に
は
認
め
ら
れ
て

い
る
業
務
外
疾
病
に
よ
る
欠
勤
中
の
給

与
支
給
（
６
ヶ
月
間
賃
金
の
全
額
＋
６

ヶ
月
間
賃
金
の
２
割
）
に
つ
い
て
，
裁

判
所
は
，
正
職
員
の
そ
れ
ま
で
の
長
期

間
就
労
へ
の
評
価
や
以
後
の
継
続
就
労

に
対
す
る
期
待
か
ら
，
正
職
員
の
生
活

保
障
を
は
か
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
と

し
つ
つ
も
，
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
し
，

一
定
の
習
熟
を
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

に
つ
い
て
は
，
職
務
に
対
す
る
貢
献
の

度
合
い
も
そ
れ
な
り
に
あ
り
，
代
替
性

が
高
い
と
も
言
い
が
た
く
，
生
活
保
障

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
と
し
て
，
業
務
外
疾
病
に
よ
る
欠

勤
中
の
給
与
を
一
律
に
支
給
し
な
い

の
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
，
女
性
に

対
し
て
は
，
病
気
に
よ
る
休
職
期
間

に
つ
き
，
１
ヶ
月
分
の
賃
金
の
全
額

と
２
ヶ
月
分
の
賃
金
の
２
割
を
支
払

う
よ
う
命
じ
ま
し
た
。 

こ
の
判
決
は
，
昨
年
６
月
の
ハ
マ

キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
最
高
裁
判
決

に
続
き
，
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る

不
合
理
な
取
扱
を
是
正
す
る
判
決
で

す
。
特
に
，
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
（
そ
れ
も

比
較
的
短
期
間
）
へ
の
賞
与
支
給
を

認
め
た
点
が
画
期
的
で
す
。
こ
の
判

決
を
参
考
に
，
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
に

対
し
て
も
就
労
実
態
に
応
じ
た
賞
与

支
給
や
夏
期
休
暇
の
付
与
等
の
処
遇

改
善
を
行
う
よ
う
，
求
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 

平
成
３
１
年
２
月
１
５
日
，
大
阪

高
等
裁
判
所
は
，
大
学
の
教
室
事
務

員
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
ア
ル
バ
イ

ト
勤
務
を
し
て
い
た
女
性
に
賞
与
を

支
給
し
な
か
っ
た
等
の
取
扱
が
，
労

働
契
約
法
２
０
条
が
禁
じ
る
有
期
契

約
労
働
者
と
無
期
契
約
労
働
者
と
の

不
合
理
な
格
差
に
あ
た
る
と
し
て
，

学
校
法
人
に
約
１
１
０
万
円
の
支
払

を
命
じ
る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。 

 

女
性
は
，
１
年
契
約
で
ア
ル
バ
イ

ト
雇
用
さ
れ
，
２
年
経
過
し
た
後
，

業
務
外
疾
病
に
よ
り
１
年
休
職
し
，

退
職
し
ま
し
た
。
こ
の
間
，
女
性
は
，

正
職
員
と
比
較
し
て
基
本
給
が
低
か

っ
た
ほ
か
，
賞
与
が
支
給
さ
れ
ず
，

夏
期
特
別
有
給
休
暇
が
認
め
ら
れ

ず
，
業
務
外
疾
病
（
私
傷
病
）
に
よ

る
欠
勤
中
の
給
与
が
支
給
さ
れ
な
い

等
，
正
職
員
と
は
異
な
る
取
扱
を
受

け
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
基
本
給
の
格
差
に
つ
い

て
，
裁
判
所
は
，
正
職
員
と
ア
ル
バ

イ
ト
職
員
と
の
間
で
，
職
務
，
責
任
，

異
動
可
能
性
，
採
用
に
際
し
求
め
ら

れ
る
能
力
に
相
違
が
あ
り
，
賃
金
の

性
格
も
異
な
る
（
職
能
給
と
職
務
給
）

と
し
て
，
両
者
の
間
の
約
２
割
の
賃

金
格
差
は
不
合
理
と
は
言
え
な
い
と

述
べ
，
女
性
の
訴
え
を
退
け
ま
し
た
。 

 

他
方
，
裁
判
所
は
，
学
校
法
人
に

お
け
る
賞
与
の
支
給
が
，
正
職
員
全

員
を
対
象
と
し
，
個
々
の
従
業
員
の

年
齢
や
成
績
に
連
動
す
る
も
の
で
は

な
く
（
一
律
通
年
で
基
本
給
の
４
．

６
ヶ
月
分
を
支
給
）
，
法
人
の
業
績
に

も
連
動
し
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
，
賞
与
の
性
質
を
，
賞
与
算
定
期

間
に
在
籍
し
，
就
労
し
て
い
た
こ
と

 

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動 

永
冨
議
長
が
激
励
挨
拶 

 
 

消
費
税
１
０
％
増
税
反
対
な

ど
の
要
求
を
掲
げ
、
「
３
・
１
３

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
」
が
、

３
月
１
１
日
ム
ー
ブ
２
階
大
ホ

ー
ル
で
、
小
倉
地
区
集
会
が
開
か

れ
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
で

し
た
。 

 

集
会
に
は
、
北
九
州
地
区
労
連

永
冨
議
長
が
参
加
し
、
激
励
の
挨

拶
を
行
な
い
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
税
務
署
に
対
す
る

申
し
入
れ
書
と
集
会
宣
言
を
採

択
し
小
倉
税
務
署
ま
で
、
消
費
税

１
０
％
ア
ッ
プ
は
す
る
な
！
、
生

活
費
に
税
金
を
か
け
る
な
、
納
税

者
の
権
利
を
守
れ
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
か
か
げ
小
倉
税
務
署

ま
で
デ
モ
行
進
、
集
団
申
請
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
。 
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闘
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進
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０
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ば
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間
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し
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く
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雨
あ
が
り 

 

政
府
が
進
め
て
い
る
、
沖
縄
辺
野
古
の

米
軍
新
基
地
建
設
に
つ
い
て
さ
る
２
月

２
４
日
、
辺
野
古
埋
め
立
て
に
関
す
る
沖

縄
県
民
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

投
票
の
結
果
は
、
有
権
者
数
の
５
０
％

以
上
が
投
票
し
、
反
対
７
１
．
７
％
、
賛

成
１
９
．
９
％
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
が
８
．

７
％
で
、
基
地
移
設
埋
め
立
て
反
対
の
民

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
を
受
け
て
も
安
倍
総
理
大

臣
は
「
普
天
間
の
危
険
除
去
の
た
め
に
は

辺
野
古
へ
の
移
転
し
か
な
い
」
と
述
べ
、

政
府
は
そ
の
後
も
工
事
を
止
め
る
こ
と

は
な
く
、
翌
日
に
は
辺
野
古
の
海
に
土
砂

が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

私
は
３
年
前
に
初
め
て
辺
野
古
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
何
度
、
辺
野
古

を
訪
問
し
て
も
沖
縄
の
方
た
ち
が
座
り

込
み
、
そ
れ
を
制
圧
す
る
警
察
の
図
式
が

続
い
て
い
ま
す
。
初
め
て
辺
野
古
を
訪
れ

た
私
に
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

福
岡
県
の
築
城
基
地
で
も
辺
野
古
に

普
天
間
の
一
部
が
移
設
で
き
な
い
こ
と

が
発
覚
し
た
た
め
、
普
天
間
の
一
部
を
移

設
す
る
な
ど
の
計
画
も
浮
上
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
の
問
題
は
も
は
や
沖
縄
県
民
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
日
本
全
国
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
石
） 

   

例
の
制
定
」
等
３
つ
の
要
請
書
を
提
出

し
、
参
加
者
か
ら
具
体
的
に
要
請
内
容

に
つ
い
て
発
言
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

組
合
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て
当
局

は
、
「
今
回
提
出
さ
れ
た
切
実
な
要
請

に
つ
い
て
関
係
部
局
に
真
摯
に
対
応

す
る
よ
う
伝
え
後
日
文
書
で
回
答
す

る
」
と
述
べ
、
組
合
側
か
ら
文
書
で
の

回
答
と
回
答
に
基
づ
く
懇
談
の
場
を

設
定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

北
九
州
市
議
会
に
対
し
て
、
「
最
低

賃
金
の
改
善
」「
公
契
約
条
例
の
制
定
」

「
消
費
税
増
税
反
対
」
な
ど
の
意
見

書
・
決
議
の
採
択
を
求
め
て
陳
情
行
動

を
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

北
九
州
商
工
会
議
所
に
対
す
る
要

請
は
、
全
労
連
統
一
要
請
書
と
公
契
約

条
例
制
定
要
請
書
を
提
出
し
和
や
か

に
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

一
日
総
行
動
第
２
弾
と
し
て
、
３
月

７
日
（
木
）
九
州
電
力
に
、
「
リ
ス
ク

の
多
い
原
子
力
発
電
か
ら
撤
退
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
に

転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請
書
」
を

提
出
し
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。
九
電

側
か
ら
は
、
組
合
か
ら
の
質
問
、
①
原

発
稼
働
に
よ
っ
て
で
る
１
年
間
の
放

射
性
廃
棄
物
の
量
と
種
類
、
そ
の
処
置

は
、
②
使
用
済
み
核
燃
料
の
乾
式
貯
蔵

と
は
、
③
玄
海
１
号
機
、
玄
海
２
号
機

の
廃
炉
費
用
に
つ
い
て
、
④
大
型
蓄
電

器
の
開
発
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
と
北
九
州
地
区
労
連
は
、
２
０
１
９
年
２
月
２
８

日
（
木
）
早
朝
か
ら
、
「
２
０
１
９
年
春
闘
要
求
前
進
を
め
ざ
す
地
域
一
日
総

行
動
」
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
と
て
も
寒
い
朝
で
し
た
が
、
市
内
４
つ
の
駅
頭

で
の
早
朝
宣
伝
が
終
わ
っ
た
後
、
北
九
市
職
労
会
議
室
で
意
思
統
一
集
会
を
行

い
、「
要
請
項
目
の
確
認
や
行
動
内
容
」
に
つ
い
て
協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。 

地
域
総
行
動
は
、
早
朝
宣
伝
、
意
思

統
一
集
会
、
北
九
州
市
要
請
、
北
九
州

市
教
育
委
員
会
要
請
、
市
議
会
陳
情
、

北
九
州
商
工
会
議
所
要
請
と
早
朝
７

時
か
ら
１
５
時
過
ぎ
ま
で
行
な
わ
れ
、

早
朝
宣
伝
に
２
３
人
、
要
請
行
動
に
そ

れ
ぞ
れ
２
５
人
が
参
加
し
整
然
と
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
と
北
九

州
地
区
労
連
は
、
市
民
と
労
働
者
の
要

求
前
進
を
め
ざ
し
、
「
職
場
と
地
域
の

共
同
で
２
０
１
９
年
春
闘
勝
利
を
！
」

「
消
費
税
あ
げ
る
な
！
賃
金
あ
げ

ろ
！
」
「
憲
法
変
え
る
な
！
政
治
を
か

え
ろ
！
」
「
安
倍
改
憲
・
労
働
法
制
改

悪
Ｎ
Ｏ
！
」
「
賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で

地
域
活
性
化
！
」
「
北
九
州
で
た
た
か

わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
争
議
の
早
期

解
決
を
！
」
を
め
ざ
し
、
北
九
州
で
働

く
全
て
の
労
働
者
の
要
求
実
現
を
め

ざ
し
、
２
０
１
９
年
春
闘
要
求
前
進
を

め
ざ
す
地
域
総
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
。 北

九
州
市
・
教
育
委
員
会
に
は
、「
全

労
連
統
一
要
請
書
、
学
校
給
食
の
民
間

委
託
を
止
め
直
営
に
戻
せ
、
公
契
約
条

早
朝
宣
伝
、
北
九
州
市
、
教
育
委
員
会
、
市
議
会
陳
情
、
商
工
会
議
所
、
九
州
電
力
に
要
請 

 

２・２８行動一日総行動は早朝宣伝から始まりました。 

公契約条例制定などの意見書採択を求めてり、 

市議会議長への陳情行動を取り組みました。 

全労連２０１９年春闘要請書の提出と最
賃、公契約条例制定、民間委託校を直営に

戻すことなどの要請書を提出しました。 



ル
コ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
総
崩
れ
の
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

原
因
は
、
安
全
対
策
費
の
コ
ス
ト

が
増
大
し
た
た
め
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
の
安
全
対
策
は
、

大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
の
コ
ス

ト
も
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
北
九
州
市
で
は
、
洋
上
風
力
発

電
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。 

福
島
の
原
発
被
害
者
の
救
済
を
大

き
く
進
め
、
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
の
た

め
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

春
闘
要
求
前
進
を
め
ざ
す
３
・
１
４ 

労
働
者
大
宣
伝
行
動
に
３
４
人
が
参
加 

 

消
費
税
あ
げ
る
な
！
賃
金
あ
げ
ろ
！ 

憲
法
変
え
る
な
！
政
治
を
変
え
ろ
！ 

賃
金
底
上
げ
で
景
気
回
復
！ 

め
ざ
せ
最
賃
１
５
０
０
円
！ 

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
！ 

築
城
基
地
の
米
軍
化
反
対
！ 

 

２
０
１
９
年
春
闘
、
３
月
１
４
日
の
回

答
指
定
日
の
翌
１
８
時
か
ら
、
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
、
全
労
連
に
結
集
し
、
春
闘

要
求
の
前
進
を
め
ざ
す
チ
ラ
シ
の
配
布
、

マ
イ
ク
宣
伝
行
動
を
取
り
組
み
ま
し
た
。 

チ
ラ
シ
は
、
４
０
０
枚
用
意
し
ま
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
事
務

局
も
驚
き
ま
し
た
。 

永
冨
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
議
長

か
ら
２
０
１
９
年
春
闘
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、
チ
ラ
シ
の
配

布
と
同
時
に
、
健
和
会
労
働
組
合
細
川
書

記
長
、
北
九
州
市
職
労
前
田
書
記
長
、
年

金
者
組
合
仲
築
間
事
務
局
長
、
福
建
労
北

九
州
支
部
新
屋
敷
書
記
長
、
エ
フ
コ
ー
プ

生
協
労
組
長
田
副
委
員
長
、
北
九
学
嘱
労

高
﨑
特
別
執
行
委
員
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
土

井
副
委
員
長
の
７
組
合
か
ら
２
０
１
９

年
春
闘
の
取
り
組
み
状
況
、
獲
得
す
べ
き

要
求
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

統
一
行
動
終
わ
り
に
当
た
っ
て
、
永
冨

議
長
が
ま
と
め
を
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

を
三
唱
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

多
い
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
」
な
ど
原
発
の
な
い
社
会
へ

の
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年 

原
発
に
さ
よ
な
ら
を 

 

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
８
年
た
ち
ま
し
た
。
政
府
は
、

集
中
復
興
期
間
は
終
了
し
、
復
興
・

創
生
期
間
に
入
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

し
か
し
、
５
万
４
千
人
の
避
難
者

が
存
在
し
て
い
る
状
況
を
み
る
と
疑

問
で
す
。 

と
く
に
原
発
事
故
の
影
響
が
大
き

い
福
島
県
は
、
い
ま
だ
帰
還
困
難
地

域
を
抱
え
る
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。 

 

原
発
災
害
か
ら
の
復
興
は
？ 

 

１
０
年
で
復
興
期
間
が
終
了
の
予

定
で
す
が
、
す
で
に
賠
償
や
支
援
策

が
打
ち
切
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で

は
、
避
難
者
へ
の
仮
設
住
宅
の
提
供

も
打
ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
賠
償
に
つ
い
て
み
る
と
地
域
間

の
格
差
は
手
直
し
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
避
難
指
示
区
域
外
の
避
難
者
へ

の
賠
償
や
支
援
策
が
乏
し
い
の
が
現

実
で
す
。 

無
償
の
仮
設
住
宅
は
、
区
域
外
避

難
者
に
と
っ
て
重
要
で
す
が
、
こ
れ

が
ど
う
な
る
の
か
深
刻
で
す
。 

政
府
の
避
難
者
対
策
は
、「
帰
還
対

策
」「
避
難
終
了
政
策
」
と
い
う
も
の

で
す
。 

避
難
者
を
帰
還
・
移
住
へ
と
移
行

さ
せ
「
避
難
」
と
い
う
状
況
を
終
わ

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
避
難

者
の
意
識
は
、
帰
還
か
移
住
か
の
二

者
択
一
に
収
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
避
難
先
に
と
ど
ま
り
避
難
元

と
緩
や
か
に
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
試

み
も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
選
択
が
必

要
で
す
。
各
地
で
賠
償
や
復
興
へ
の

集
団
訴
訟
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

原
発
の
な
い
未
来
は
？ 

 

政
府
が
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
「
原
発
輸
出
」
が
ト

 
 

                           

 

                            

                             

                

さ
よ
な
ら
原
発
！
３
・
１
０
北
九
州
集
会
が
小
倉
北
区
勝
山
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
雨
・
風
が
強
く
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
前
に
な
る
と
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
無
事
に
開
幕
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
主

催
者
発
表
で
は
、
６
０
０
人
を
超
え
る
参
加
、
北
九
州
地
区
労
連
が
担
当
し
た
パ
レ
ー
ド
要
員
も
開
始
時
間
前
に
は

予
定
し
て
い
た
４
０
人
が
集
ま
り
、
万
全
の
体
制
が
と
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
雨
風
が
収
ま
ら
ず
に
パ
レ
ー
ド

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉
に
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
集
会
と
し
て
成
功
し
ま
し
た
。 

２０１９年 ３月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４９（2） 

 

さ
よ
な
ら
原
発
！
３
・
１
０
北
九

州
集
会
は
、
定
刻
の
１
２
時
５
０
分

北
九
州
の
う
た
ご
え
の
仲
間
に
よ
る

う
た
ご
え
で
始
ま
り
，
オ
シ
ド
リ
マ

コ
＆
ケ
ン
の
お
笑
い
の
中
に
あ
る
鋭

い
政
治
風
刺
を
楽
し
み
、
棚
次
実
行

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
深
江
事
務
局

長
の
基
調
報
告
、
原
発
現
場
で
働
き

放
射
線
被
害
に
あ
っ
た
労
働
者
の
訴

え
、
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
、
全
港
湾
青
年
労
働
者
の
訴

え
な
ど
が
次
々
に
登
壇
し
、「
す
べ
て

の
原
発
を
今
す
ぐ
廃
炉
、
リ
ス
ク
の

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
福
岡
地
本
定
期
大
会 

 

三
月
十
七
日
九
時
か
ら
県
労
連

会
議
室
に
役
員
代
議
員
３
０
人
が

参
加
し
て
、
第
二
十
回
定
期
大
会
が

ひ
ら
か
れ
運
動
方
針
、
予
算
、
規
約

改
正
な
ど
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

役
員
改
選
で
、
雪
竹
委
員
長
か
ら

鉄
鋼
支
部
の
香
川
委
員
長
に
、
書
記

長
に
は
門
司
小
倉
支
部
の
今
泉
書

記
長
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

   

あらかぶ裁判を支援する会からも多くの 
仲間が参加していました。 

香川新委員長の音頭で 
団結がんばろう！ 



ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
超

え
て
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
ス
ト
決
行
！ 

 

２
０
１
９
年
春
闘
要
求
前
進
！

３
・
１
９
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
ス
ト
突
入

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

３
月
１
９
日
（
火
）
７
時
３
０
分

か
ら
９
時
ま
で
、
「
大
幅
賃
上
げ
獲

得
」
「
２
０
条
裁
判
勝
利
」
「
裁
判
に

従
っ
て
格
差
を
是
正
し
ろ
！
」「
非
正

規
労
働
者
に
手
当
を
支
給
し
ろ
」
等

の
要
求
を
掲
げ
て
、
北
九
州
中
央
郵

便
局
の
松
野
組
合
員
が
１
時
間
ス
ト

に
突
入
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
、
福
岡
県
労
連
、

自
治
労
全
国
一
般
、
全
労
協
ユ
ニ
オ

ン
北
九
州
、
北
九
州
共
闘
セ
ン
タ
ー

な
ど
６
０
人
を
超
え
る
労
働
者
が
小

雨
降
る
中
支
援
に
駆
け
つ
け
た
。
日

本
共
産
党
か
ら
も
、
大
石
県
議
予
定

候
補
、
出
口
市
会
議
員
、
宇
土
役
員

も
参
加
し
、
大
石
県
議
候
補
か
ら
力

強
い
激
励
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

         

                             

         

第
９
０
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
よ
う 

メ
ー
デ
ー
成
功
に
向
け
て
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た 

第
９
０
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー

第
１
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
は
、
１
８
団
体
２
０
人
で
、

実
行
委
員
会
の
始
ま
る
前
に
北
九
州

の
う
た
ご
え
の
仲
間
の
歌
唱
指
導

で
、「
真
実
は
沈
ま
な
い
と
世
界
を
つ

な
げ
花
の
輪
に
」
の
２
曲
を
歌
い
ま

し
た
。 

永
冨
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
堀

田
実
行
委
員
会
事
務
局
か
ら
開
催

日
、
開
催
場
所
の
確
認
が
提
案
さ
れ

満
場
一
致
で
確
認
。
第
９
０
回
メ
ー

デ
ー
開
催
の
意
義
と
今
後
の
取
り

組
み
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
メ
ー
デ
ー
財

政
、
運
営
要
綱
、
役
員
体
制
、
財
政

案
、
今
後
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
提

案
が
有
り
、
協
議
の
結
果
大
筋
了
承

さ
れ
ま
し
た
。 

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
意
見

が
集
中
し
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
も

っ
と
分
か
り
や
す
い
も
の
に
、
築
城

の
米
軍
基
地
化
が
強
化
さ
れ
て
い

い
る
中
、
爆
撃
機
な
ど
の
爆
買
い
問

題
に
つ
い
て
も
入
れ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
第

２
回
実
行
委
員
会
ま
で
に
事
務
局

ま
で
案
文
を
届
け
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

５
月
１
日
（
水
・
祝
）
１
０
連
休

の
中
日
の
開
催
、
９
０
回
と
い
う

節
目
の
メ
ー
デ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

多
く
の
参
加
を
勝
ち
取
り
た
い
も

の
で
す
。 

福
岡
県
知
事
選
挙
、
３
月
２
１
日
（
木
）
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
予
想
通
り
自
民
党
は

現
職
の
小
川
候
補
と
麻
生
の
推
薦
す
る
元
官
僚
の
竹
内
氏
に
分
裂
。
福
岡
県
民
の
会

は
、
し
の
だ
清
氏
が
統
一
候
補
と
し
て
立
候
補
、
三
つ
巴
の
た
た
か
い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

北
九
州
で
の
第
一
声
、
ス
タ
ー
ト
集
会

が
小
倉
北
区
旦
過
市
場
横
で
３
月
２
８
日

（
木
）
１
０
時
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
石
県

議
候
補
、
田
村
衆
議
院
議
員
、
仁
比
聡
平

参
議
院
議
員
の
力
強
い
激
励
に
、
し
の
だ

必
勝
に
向
け
全
力
で
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

残
さ
れ
た
期
間
は
少
な
い
で
す
が
、
労

働
者
部
隊
と
し
て
３
月
３
１
日
（
日
）
１

１
時
か
ら
小
倉
駅
南
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
周
辺
で
大
宣
伝
行
動
が
取
り

組
ま
れ
ま
す
。 

４
月
７
日
（
日
）
は
福
岡
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
憲
法
を
暮
ら
し
に
活
か

す
県
政
、
県
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
第

一
に
掲
げ
る
し
の
だ
清
候
補
が
、
選
挙
戦

の
中
で
、
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
を
訴

え
、
大
き
く
世
論
化
す
る
こ
と
は
安
倍
政

権
の
打
撃
を
与
え
る
事
に
な
り
ま
す
。 

 

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
投
票

行
動
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。 

福
岡
県
知
事
選
挙 

し
の
だ
候
補
の
勝
利
で
、 

嘘
と
疑
惑
だ
ら
け
の
安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う
！ 

３・１７憲法が生きる未来を！福岡県集会に３０００人 

３・１７憲法が生きる未

来を！福岡県集会が開かれ

ました。集会では勝山吉章

福岡大学教授の「右も左も

保守もない、大金持ちのた

めの政治ではなく国民みん

なのための政治を！」と題

した基調講演がありました。立憲民主党、日本共産党など５つの政

党が参加し、福岡県での野党共闘、市民共闘の広がりを感じること

が出来る集会となりました。その後、労働者代表としてＪＭＩＴＵ 

 の今泉さんが「労働者のたたかいに」

について発言し「築城米軍基地化を

許さない」など８人の参加者から発

言がありました。県内各地から３０

００人が集まり元気の出る集会とし

て大きな成功を勝ち取りました。集

会後２コース分かれて天神までパレ

ードを行ないました。 

  

２０１９年 ３月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４９（３） 

第１回実行委員会に１８団体２０人が参
加。メーデー成功に向け熱心に意見交換 

集会終了後、２コースに分かれ 

天神までパレードを行ないました 

福岡県集会には、３０００人が 
集まりました。集会風景です。 

 

福岡県知事選、しのだ候補の欠にあふれる 

北九州市第一声です。大石県議候補、仁比参
議院議員も参加し激励の挨拶。 

 


